
言語構造論・言語科目総論 

続・英文法革命/短期簡略版 
 

テキスト１７ページと板書図１４枚に講義動画

（１講座およそ１０分～２０分、合計１４講座約３時間程度）の極

短期で、トップレベルの英現古漢の読み方・論

理読解の思考回路を習得できる方策を提示 
 

全講義を順次あげていく予定です（第５講補講と第１４講は未完） 

本講座は、中３夏頃までには着手するのが理想で、遅くとも、高校の入学式前日までには完成させてください 
 

英現古漢という言語科目に共通する基本原

理を「言語構造論（入門）」「言語（科目）総論」

として示し、社会参加のための単なる一手段

に過ぎない言語４科目（英現古漢）を、一気に

自己 MAX・トップレベルに駆け上がらせる講座 



英現古漢（大学受験言語科目）は・・・ 
① 何を 

② どの順で 

③ どんだけ（どこまで・深さ・質） 
学習すれば・・・、 

必須の基礎理論・基本知識を会得し、 

学校・塾・予備校等の制度から 

卒業・離脱・自律できるのか、そして、 

辞書さえあれば、トップレベルで、 

スラスラサクサク読み書きできるよ

うになれる「言語論理体系」を顕現

提示する「理系指向（思考）」の方策 



英語の科目が苦手な方々が、 

大学受験としての英語ができるよう

になるための段取り例を提示 
 

勉強というものは、自習が原則（他人を頼り過ぎない、社会人になればアタリマエ） 

英語に関しては、辞書さえあればスラスラ読める・サクサク書け

る・問題集過去問集が解ける、すなわち自律自習ができる状態

に一日でも早くもっていく（遅くとも高校１年の前半終了までに） 

カリキュラムや制度（手段）からの一刻も早い離脱が個々の人生

（社会参加力・個目的）と日本の未来（社会共有目標）を変える！ 
 

英語科目ができるようになるための学習法の段取り（参考例） 

①  言語構造論入門（言語科目総論）《高校の入学式の前日までに完成》 

②  英文法問題集（初中級レベル）   《高１春～初夏》 

③  現代文用語集・現代文問題集（初級レベル）《高１夏》 

④  漢文問題集（初中級レベル） 《ここまで高１夏休み》 

⑤  （古文単語集）（古文入門問題集）    《高１秋》 

⑥  （英語短文読解基礎問題集）（英単語集）  《高１冬》 

⑦  英語長文問題集 

⑧  過去問 

 


